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　われわれは昭和29年より，情緒障害児等 （脳に器質的

な障害があり投薬治療を行らている者を含む）ドなどに対

して，・コ紳経症的習癖，非社会的行動∫1反社会的行動，精

’神身体的症状などの問題があり・ヂそのため過動などの行

動の異常を惹起して ，・
意の集中時間が短ぐ，注意散漫・

。衝動的で，協動運動が拙くデ人の話し言葉を十分に聞

ぐことや絵本などを静かに見たり読んでもらうたりでき

ない子どもに遊戯治療を行うと共に母親指導を行6てきr

た。こうした対象児の多くは，ある程度問題が解決して

きても、，L『認知U言語発遠に特徴的な障害があるために，

言語発達が遅れ， 就学後1弔は学習にづいてい舛ず，生活

b行動面での適応性に欠けると共に学習面での遅れが目

立っ場合が非常に多かった。そこで，この学習面でのつ

まずきの改善のために，算数による言語学習の内容と方

法に関する研究を昭和50年より行づてき・たδ』こ乙うした一

連の研究の結果，1老れらの子ども達の認知卒言語発達の

特徴を捉えで，その改善を早期に舜より効果的に行うこ

とが出来れば， 学習のづ裏ずき を改善してゆく手掛かり

ができる。その結果｝学校生活に於でても，学習面での適

応が，こ乙生活、・’行動面での適応性を増切』更に学校外での

社会生活における適応もよりよぐして， 非行化の防止な

どにも役立つのではないかと考えて．いるる、 沿

　この度の研究は，第1報で報告したものにさらに検討

を加えで，・言語発遷査法が完成したと思われるので報告
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　1幼児6く児童の発逮過程は試単なる生体の成熟や成長な

　どの生物学的毒生理学的な面での発達と同時書こ，・トその子r

ども達磁活して鴨文化的諸条件の弊恩謹れ砲
　の年齢に応じ」．個人的自立ど社会的賞任に応じみう歯ざ｝

　や過程の発達が重要である嘉之ドう心た機能的な発達はザi

　子どむを取り巻ぐ環境か‘らの刺激反応に 欝る学習により㌧

　新しぐ獲得さ 膨形成さおる変化であり発達である5・ 一こ．の

　よ う，な幼児の発達は ，も①感覚運動領域の発逮婆②ことば

　の理解と話・しごとばあ領域の発達， ③基本的生活習慣の、

　領域の発達∫』④対人関係の領域の発達，に大別ざれる。ぺ

　すなわち』、個体どしての幼児の金人的な心身の発達とは，

　こφ4領域の調和的な発達である。1’情緒障害児等どはレ

　ごの四領域のずべてがあるいは，＝’そのうちのいくっかに1

　障害がある場合が多レt・のである。てう、じた子どもは落ぢ

　着いて静かにじでおれず’・絶えず動いており ド母子間の

　十分な会話も成立ぜず，1禁止や制止のことばかけが母親

捗子ど鯵郷堕隙蟹僻樋ている場麟多
　ギ鬼・又‘
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めよ・うな子ど蝉篤刺激鱒非常に反窩シやすく，

誌嘘戯旋ぎ瞬乱擬疫げやり蝉躍勲

瞬麟5ミ野ケー湘ンが＋分に成立サ熊轟蕪
が女如していたり，出現しても単語ヒベノビ節，、然！鞍犠

二語文・多語文へと発運しても完全な文ではし命べれず」

文法構成の未熟な文，即ち，機能語の欠落した文しかし

ゃべれない子どもが多い。1こうしだ子どもの多くは構音
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上にも問題があり，未熟構音が就学時点まで続く者が多

いo

　情緒陣害児等の言誰発達の遅紅に1ま橡々な面があるが，

学習のつまずきを改善するための算数による誉語学習と

いう点からとらえ直すと，対象児の言語肇津¢〉特徴とし

て，機能語が欠落しやすいという苅見を得ている。即ち，

物の名称のような語と対象が，一義的に1対1の対応を

するような内容語（名詞・動詞・形容詞）は，情緒陣害

児等も毎日爾生活経験の中での具体的な場面で繰り返し

繰り返し話しかけられることによづて，定着しやすいが，

独立性が乏しく，抽象的な面の強い，文構成上の関係概

念を示す機能語（助詞・助動詞・接続詞。代名詞 ・形式

名詞等）は・母親や周囲の人々の話しことばを十分に聞い

て理解していないため，欠落しやすいるとのように，情

緒障害児等の言語発逮が運れるということは以前から経

験的にわかっていたが，その中核的な問題は，機能語の

欠落にある点は全く新しい発見であるため，この特徴を

把握するための独立した検査法がこれまでなかった。そ

のため，算数の文章題での理解できない文章の分析，知

能検査の各設問の内容で理解し得なかった問題の分析，

自由遊び，課題遊び等の場面での発話の分析，等々を通

して，およその理解レタルを求めてきたが，この方法で

は，1何才ではどんな機能語がどの程度欠落するかの普通

児での尺度を明確にしないと，細部までは分析できず， た

だ機能語が欠落したアンパランスな言話発達を示すとし

か言えなかった。そこで，4，5，6歳の幼児を対象と

する，書語発達のアンパランスをその内容まで分析して，

言語指導5・訓練を図るための目安となる機能語の獲得状

態を測定しう る検査法として， A系列20問，B系列20問
からなる試案を安田生命社会事業団年報（昭和55年度）

に発表したが，この報告に更に検査法の改良を加えて．

3ダ4，5，6歳の幼児に施行した結果を第1報に報告

　　　　　‘　～　　二／”　　　　　＼、

　　～ン

写真1　検査器具

第20集

した。更に検討を加えて，A系列工0間，B系列6問，C

系列5問〆計21問を選ぴだして，3，4，5，6歳児に

施行した。この結果に倹討を㌍えて，幼兜の機能語の獲

得状態を的確に測定できセ，機能語を獲得するための訓

練鵬使駅きるゆ繹壁作成するために役立てた
い0

　2．方　法

　検査法の作成にあたって次の点に留意した。

　1）一般の幼児が日常生活環境の中で聞いたり話した

りするような言語を選択した。

　2）各々の生活年齢と言語発達年齢とが対応するよう

にする。逆にダこの言語発達検査で，臨床上での子ども

の言語発達レベルを3才レベル，4才レベル，5才レベ

ル，6才レベルでの各発達レベルで捉えられるようにす

る。

　3）幼児が興味を示して検査に応じるように器具を工

夫した。

　4）子どもがあきてしまわずに，短時間で検査できる

ように工夫した。

　a）言語発達検査実施上の注意
1．

2．

3．

A，B，Cの各群の問題をはじめる前に積木を子ど

もの前に定型にならべる。

子どもを検査用具の前に坐わらせ，検査者は子ども

に話しやすい場所に坐わる。

A，B，Cの各群の問題に用いる積木と棒は以下の

とおりとする。

　A騨（Nα1～10）

　定型＝子どもの右から　黄色い四角ダ緑の丸，

　　白い四角，宵い三角，赤い丸各1個

　　　（いずれも摩さ14㎜）。棒の長さは5本とも同

　　じ
　B群（甑11～16）　A群の積木と同じ色，・形で厚

　さの異る稜木を用いる6

　定型＝子どもの右から厚さ 7㎜の黄色い四角」

　　厚さ28㎜の緑色の丸，厚さ21㎜の白も．、四角，

　　摩さ14㎜の青い三角， 厚さ35㎜の赤い丸各1

　　個，棒の長さは5本とも同じ。

rC群（Nα17～21）長さの異る棒5本を用いる．

　o棒のさし方は，子どもの右から・130㎜，160㎜

　40㎜，70㎜，100㎜とするQ

O積木の使い方
（1）Nα17，18，19， 21：B群の積木を用いる。 即ち

　定型は子どもの右から黄色い四角（厚さ7㎜），

　緑の丸（厚な28凹），白い四角（厚さ21㎜），膏

　い三角（厚さ14血），赤い丸（厚さ35血），
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　　（21ぬ20 黄色い四角 3個 （厚さ7 叩と14血〉・白い

　　　四角2螂厚さ即ゆ！5ぜンクの立方体
　　　　1個を用いる。

　　　ならべ方肝どもの右唾距い四角（働．・
　　　14㎜）・日い四角（厚さ21歯），黄色い四角（厚寄．7

　　　鵡癩の立方響轡阿
　第1報では，A系　⑫o問， 阜系列10商複 c系列lg問を

行った結果・問題数牟多≦検査㊧後半子どもがあき』てしノ

まった。そこで鵯差餌醤りで勘》ヤ灼洞じよ』

うな問題を鵠遜列一乳0蘭B系　qTl璽C！
系列一5問題ξしたザ∫問題は表1参照）　　　　＼

　b）検査法

　A，B，C系列とも，・それぞれの検査器具を用いて，．

平板に棒を立てて，』 積禾を極にざじだちド子どもφ前に

並べて，子どもが聞きとりやすいような速度で問題を骸

うきりと読み聞かせる。子どもが解らないで反応しない

ような時には，ちう4度ギ嫉読み聞かせる。子どもが「こ

れ？」とか「どう菊の」など間い姥てきたときには11

「あなたが思ったようにしてよレ》のよ■4い？了r，　「そ・

う」とか「それ御　轡轡 子ど

，

　　表1言語轡査票』1＼
　　　　　　　 路、　一「　　　、　　　　’
　　　　　氏名・ ＼、！ 1齢暑、だー ㌘・

．‘

　　　　　　　f　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

A　群
彫さの同じ

5色の積木

棒の高さは

同じ

　B㌧緋
。耳さ 叫う
5色の積木
轟の高さは

固じr

　C鮮
、棒め高ざほ

異る5本

いかけにうなずいたり，首をふったり眼で合図したりな

どして，正答に導くように暗示を与え参いよう盗注意を

払う52 』・／
』　”・』 　　　「〆』

’、、曝ま r麹琳擁にさ 購魅知というよう
働問がら鱗問駅伽ズ伊ど梼正しく動作すれ
ば合格であ’る。ぐれ、ら璽全開題を東京軽す日立市の幼稚

離園中の3才児マ75名／4翠一10蔓蚤・5才児一100
名，6才児一90名に施紆した。

　3．結果および考察
検査結果姻1・表2で示した・Al『B・C系列21問

の各問題別に3，4，5， 6才の各年齢別に通過率を算

出してグラフと表にしたものである。i・・

　問題9「三角は何色ですか』　3才［77，3％，4才一

一75％ ，、5才一83％、一6一才〒一98．・9％・『でi3才より4才がや

1や低いン，どの1問を除くと20問の商題に於て，通過率が

騨があがるとともにあがっている・この篠から識

能語習得の発達は，子どもにより個人差があり，表で示

簾携1騰性罪噛1　り発
　本検査の籍稟し、本器貞荏利痢するこ 出によって，言語

’／ 　　、ド　　　＼　　　　　／
雛髄を行うこ雫が箪るし識雌習得鯵落を見

　　　　　　　　へ／
　　　　　　　　　＼！

鹸査日昭和1卑 月 日

生年月日　　昭和　陣・月　　日

男・女　　　　　　　　月

正誤 番号 問　　　　　　　　　　　題 簡　　　　　　　　　　　要

艮 赤い積木を棒にさしましょう できない時，「赤はどれ』と聞いて締にさすことを教える

2 大きい酉角を姻ζさしましょう さした積木は元へ戻す

3
r 小さい丸もさしまし轟う 　一

一一一
一 ・一 一…

”一 r　　 一… 　 』rr一一一…
卜 4 大きいのから傾に皿ねてこの棒にさし慧しょ・う 定型に妨べ体の棒を鮨示　＝・武　σ’

5 四角は全部とりましょう（2つ） 定型に積木を元に便す

6 丸だけとりまし＆う（2つ） 取らた穣木を元に戻す

7 残ったのは何という形ですか　　　　　　　　　紅 戻して理型に棒畦さしf四角とって、丸とって』と宮って三殉のみで

8 一番小さいのは何という形ですか 建型に締にさして

9 三角は何色ですか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　・

io
真中のものをとりましょう 取ったのは元へ戻す

i璽 亮いものからこちらから順にまつずつさしましょう 子どもの右の棒から、 　　ジ 、　　　　　　　　　　　P

里2 2番目に高いのを姻ζさしましょう 沸雛さ熔縣で， 赤以外囎犠．弾㈱眈脳，林の縛輔ボ
13 下から3播目は何色ですか 1本の梯に下かう黄ミ青・白，緑の順に重ねて　　　　　　　　　　♪

皇4 上から4融目は何という形ですか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くらに赤を皿ねて

■15 同じ形に分けて皿ねましホう 足型かう三角を除いた4個を定型の顛に締1ζさして　　　　　　鷹

16
ちがう形をとりま しょう 正方形2個と三均形で．

η 黄色の積木を2番目に背の低い棒にさしましぺう B群頂木5個を使う定型にならぺて

卑8 一霜厚い横木をβ番目艦背Φ低い捧にさしまレ遇う、 取？た積木は元岱戻す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3

19
筒の形の積木だけ爽中の棒κさしましょう 繰を除く4個をならぺて

20 さいころの形の桜木を真中め棒1ζさしまじまう 黄2個，白2個，～ンク1碧をなら天て武寒紅　　　　 臼

2鳳 積木の薄い順iζ，背の低い棒の方から顛にさしましょう B群の稜木を定型にならべで5

アモ 一　　　吾 ＝、』
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　　　　　　　　　　　　　　　3才（75名，

　　　　　　　　　　　　一一一一一一一一4才（100名♪
　　　　　　　　　　　　　一　　　5才（100名♪

　　　　　　　　　　　　　　、　　r　　　　　　　　　　　　　　、　『　馬　　　　　　　　　　　　　　　、　　　
覧

　　　　　　　　　　　　　　　、、一　　　　　　　　　　　　　　　、　　』　　　　　　　　　　　　　　　　　馬

　　　L23456789亘011旦213141516旦718192021
　　　L　　　春 　　　」し　B 　」L　C　J
　　　　　　　　　　問題番号
　1醐　　　　　　　　　　　　　　　　　　3，4才（175名）
　100．、、　　　r一、　＾

過70　　　　　　　　　＼！＼・　＼　　’、1
率6・　　　　　　　＼！V　’、　ノ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　、　 ’　、

　50　　　　　　　　　　　　　、　’　、　　　　　　　　　　　　　　　　　、　’　覧　　　　　　　　　　　　　　　　　、　’　 ㌧

　40　　　　　　　　　　　　　　　　、　’　　　　　　　　　　　　　　　　　、！！　　　　　　　　　　　　　　　　　　v　30
　20
　10
　0 123456789101112131415161718192021

　　　　1

表2　年令別通過率

A　
　　　問題番号
　図1　言語発達検査結果

問　番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 耳o n 12 13 L4 15 16 17 置8 鹿9 20 2L

　正答鄭
　才

通過串爾

70

3．3

53

0．7

醤64．0 37

9．3

46

L．3

61

i．3

52

9．3

図72．0 58

7．3

43

7．3

12

6．0

置9

5．3

16

L．3

13

7．3

42

6．0

47

2．7

10

3．3

56．7 79．3 29

8．7

　正答箪4　才

通過串囲

99

9

82

2

76

6

55

5

8艮

夏

95

5

81

1

86

6

75

5

85

5

49

9

48

8

5！

1

35

5

64

4

図84 35

5

20

0 16

L6　．67

67

12

2
　正答率5　才

煙適率囲

100

00

87

7

78

8

76

6

91

夏

95

5

89

9

96

6

83

3

93

3

57

7

50

①

79

9

51

1

83

3

86

6

55

5

3夏3k 36

6

88

8

30

0
　正答率6　才

遜過耶囲
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83

2．2

80

8．9

84

3．3

go

o①

90

oo

85

．4

9①

00

89

8．9

86

5．6

73

1．1

6艮

7．8

76

4．4

66

3．3

82

風．1

85

4．4

61

7．8

34

7．8

45

0．0

80

9

54

0．0

（注）　3才児　　被験児数 　75名

　　　平均年令　　3才7ケ月
　5才児　　 被験児数　　 100名

　　　平均牢令　　 5才6ケ月

4才児　　被験児数　　 iDO名

　平均律令　　4才6ケ月
6才児　　　撒児数　　　90名

　平均銀令　　6才4ケ月
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表3 3 9』4声 与、● 6才分噛過率
〆

問醗号 丘 『、2 3 4．、5　　6　　ス㌔ 8、 9 10
．11 聖2 燈 聖4 圃5 16 17 i3 夏9 20 2夏

　　正答数　　69
・4才
　通過廓囲96．6

135

7．1

．124

70．9

92　127　156
133

2．67乞お189．176．0

140

0

133

6．0

伽73．1

．6旦

4．9

b738．3 167

813

48

7．4

皇06

6α6

131

4．9

45

5．7

25

4．3

23

3．1

96

4．9

艮3

‘乙 　

7．4

　　正答数 ”19¢
・6才　　　　1　　通過糊　Ioo

170

9．5

158

3』2

r且60 18重185　1㌘4

295，3卯．4b1．6

一186

7．9

艮72

o．5

179

4．2

130

暁4

111

4
1聞

且．6

117

）『6L6
二165

6．8」

■171

90乙0

r1玉6

1．f

r65’

2

81

2．6・

’㍉ 8‘

4，2

（注プ』 3・4才『』r』被號数　1㌘5名

出した子どもに対して，機能語を獲得できるよう訓練す

ることも可能であるす、1．』祉

・a）・幼児の言語発達と機能語広呂，二

幼児の言語発達の指標と1して1 語文か1ら・2藷文への段

階を考えてみると，概ね1歳～・1歳半までの時期が1語

文の時期であり
，

rウマ・ウア
」㌔，

1「ブーブr」・・「ワ ンワ

ン』 ・丁ネ烹ネ 」　・　「キレーキレー」　㌣「ダッコ」等が

出現しやすく，乏れぞれr「食べ物が欲しい」』 ・．「自動車

だ」 ・「ワンワンがいるよ』 》「寝てる・、寝るJi甥「ぎ

れねづ」等々の文意を表わしている。このようなユ 語文

の時期から次の2語文の時期に発運する際にド2語文の

構成には自立語と自立語から成り立っているものと，自

・立語と付属語の組合せから成り立うてい るものとがあり，

情緒陣害児等は自立語と自立語の組合わせの2語文は発

達する炉，ン自立語．と付属語を組合わせた2語文の発達が

うま．くゆかな避たあ拷機能語の欠落した文法構成の未熟、

な発話となり，語粟ID発逮はでき ても構文の発運は障害

を受ける6ぞの原因は前記したように情緒障害児等が日・

常なにげない母子問の会詔が十分に成立せず，1幼児期に

母と子の相互交渉のなかで，機能藷をどのように使わな

ければならなかったかゑ学習できなも 、点にある。、

　．日本総合愛育研究所の研究第6部においては・・すでに

この10年間にわたり，情緒障害児等の学習のっまずきを

改善すうた湾年算数による言語学習の指導方法に関する

研窺を行？．てきた。 そφ結果ダ学習のつまずきの原因と

して，機能語を含む文章題（例えば13と 4で口，9は
2と口← 4毒り・、3大きヤ、かずは口，10から6ひくと口，：

4から12ま香かきなきい，4と．1のちがいはD等々 ）が

できないことそ発見した。・幼児期梶十分機能語を獲得す

ることに失敗した子どもが6歳以降にlr機能語を学習し

獄右す4とに，言語発達のある時期に当然獲得すべきもン

の崇準得でき．なくて ，再学習すること．になるのであるが，

特別の方法を取らなければゴ極わめて困難な作業であり・

多く、の場合は再学習でき．ずに，学業にっいていけなくな

る。この特別の方法と、いうのが算数による言語学習であ

る。こ鳶で健，情緒障害児等は機能語が欠落しやすいが，

算数の文章題ゆ理解1こも健Pき、りその こと がでておりド

㍗

N』

5・ 5才”御魏数㌧』“一蜘名一

　　　　　 Y石r』 乳ノ』一・㌧1ン＝1f

この改薯のためには算数による言語学習が有効であると・

いう点に とどめて、おくd　l．、＝、・ 』1ド r』1』　 ボ薗・頃ピ． U＝

　b）機能語の概念C、’．ド 、 』・ 　ぺ、 ‘ ぐ・．

　　　　，1 1歳半がら｝2歳までの言語 r i
， ㌧トk略「

　2語文（文節初期）頁ン ．、・ 』二』、，▽’、凶∋∫』・、r乙ジニニ眠

（自立語＋・（自立語）【い対象指示語（名詞）ζ’r・』。』ン　ズ

　パパ11　功『イ、シ｝． 状態 指示語一（動詞・、形容詞）』・、，

ブーブ ．ヒノニンメri ’「r
」・ 』、r1　　｛又 1 1，13一∵・、r

　二2語文、（文節後期）」㍑、 ’蹴　　へ ∵』 〆　1』il』・

　（自立語） ＋＜付属語） 埋機能語 （語と語の関係l　l結び

　キレキレ ㌃，ネー！、 っきを表わす語，助詞等）プl　t

’ママ∵・1畠旨7』とき（1．lll』』』“｝14’lli淳1監』∴ l　y・・

　幼児の言語発達からみる≧y自立語｝自立語から’自立）

語＋付属語べの発達過程誓障害を受け‘・バペ、カイシモ・」

ウマウ、マ・． ．凌イ1シイ離ペス1ネ7ネ等の内容語と内容語｝

の組み合わせは情緒障害等の幼児は可能でおるがの．キレ煮1

レ　ネー，ママ　ニー等の内容語と機能語の組み合わせ

は定着しない。即ち，」内容i語（名詞茎動詞，形容詞）は

発達するが1機能語瓦（助詞∋ 助動詞，γ接続詞等ンは欠落

しやすい。鳳、〆 1．㌧ざ〆“』
二㌧ 協

　機能語の欠藩した情緒障害児を対象にして，算数学習

を手だてと しで，：言語学習を試みた結果をみるど， 助講

例助動詞．‘ 接続詞やジr（・ 一・ き季…
・あと，・ ㌻・・ まえ∋ 、乱…

ら，…うち，ll’・iおきl　l・・も4）， ぐ・ ぶん，レ…とおり、デ…と

ころ， どち一ら， そ「こ，「1・どの』1戸ことデ等）』，の形式名詞等

代名詞を は／じめ劉 （な1かなか謎もう，いつまでも』，llT度，

それぞれ，rいくら，どれだけ，，いろ・いろ， 1よじめに・や

づぱり，ーどんな詑もしレ∫等）1の副詞も欠落してし、る。こ・

うした
，
情緒陣害児等の言語獲得の実態から機能藷をみ

ると，英語のfmCtionllword｝の定義（し文法構造上の

諸関係を表わ嘘のを主要な任務とする語。たとえば）前

置詞，，働動詞レ”接続詞レ接続副詞レ関係詞）なギで』従

来ド虚語1（、e血Ptゾ・word〉∋形式藷、」（form　wqd〉など

の名で呼ばれていトたものをさすσ」ズ「新言語学辞典』研

究社》では 日本語の機能語は うま．く説明できな い。1たと

えば，助詞とか形式名詞は機能語なのか内容語なのかを

分類する規準を次のよ・う、にする、と明確になると思われる・
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①文法構造上の諸関係を表わすのを主要な任務とする語

：牟とえば，助詞，助動詞，接続詞等，②虚語（empty

wgrd）・形式語（form　word）などと呼ばれる，概念内

容が漢然としている藷や極めて抽卑的な概念しかあらわ

さない語1たとえば，代名詞，形式名詞， 副詞等，を機

能語として，内容語（名詞・動詞・形容詞）と区別する

とはっきりすると思われる。即ち，機語語か内容語かと

いう概念の区別は語として具体的な意味内容を表わして

いるかどうか，文の構成上文脈 （co煎ext）や環境（si－

tuation）を抜きにしても意味がはっきりとつかめるか

どうかという点がポイントになるだろうと思われる。言

いかえると，独立性が乏しく総称的1共通的，一般的な

意味を伝達できない語は機能語に分類し得ると考える。

従って，機能語であるか内容譜であるかは，すべての品

詞をどちらかに分類する必要はないと考える。当然，中

間的な語は存在するし，無理にどちらかに分類しても生

産的ではないと考える。内容語である名詞でも，より意

味内容牟具体的であれば理解しやすいし，抽象的になれ

ぱなるほど理解は圏難である。かかる観点に立って， 障

害児（情緒障害児・聴覚障害児）が言語発違過程で，欠

落しゃすい語群，算数学習を手だて・とした言語学習で，

再学習が可能な語群として，われわれは機能語に着目し，

研究を続けてきた。今回，一応の研究の成果をみたので，

ここに報告する。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　　　Study。nFeature＆lmpr・vement・fDisablh㌻yinEmQ七i・nally
　　　　　Disturbed　an（l　Brain　Dysfunction　Children’s　Cognition　an（l

　　　　　Language　Developmen㌻（2）Test　of　Language　Develop甲ent

　　　　　　　　　　　　　　　Toshiko　GONDAIRA，Masatoshi　ODA，msao　KANDA，

　　　　　　　　　　　　　　　Kiy。eYAMAMOTO，Masa・KIKKAWA・Ry・k・HIEDA・

　　　　　　　　　　　　　　　ShizukO　YUKI，

　　　　　　　　　　　　　　　Masako　YAMADA

Since1954wehavetreatedem・砿・nallydisturbedcぬildrenbyplaytherapyandguided山ei「

m。therst。bringuptheirchildrenpr・perly』Thesechildre吻vemanyp1・blemssuchasne“’
r。ticmanifes惚亘。n（鵬，血ushsm，sch・・1refusa1），difficulties・fadap壌丘・n・neur・ticdis・「de「・

psych。sQma砿cdis・rder，delinquency，hyperac亘vity，sh・rtattenU・nspan・distractibihty・impu1’

siveness，fnc。。rdinati。n，perceptiveimpairment，dis・rders・fc・nceptf・オmati・n・neur・1。g畑d

EEG　abnormalities，speech　an41angu8ge　problems，and　specific　learning　disabilities　in　reεしd－

ing，ar主thmetlc，writingspe亘ing，s・that血eycann・tlistent・theirmqthers attentively・They

didn’thear　speech　enough　ln　child－hood　because　of　their　emotiona1φsturbances，

Theysh。weddisturbances・fspeechandlanguageandwerem・stlyunder－achieVe「sduetQ

血eirdisturbances。fc。gniti・n＆1anguagedeve1。pment・Wehavestudied・nlea『ningoflan－

guagebymeans・farithme丘cin・rdert・impr。vefailure・fleamlngandve「baldevelopment

since1975．lfwewi11w。rkQutthispr・blem・ffeaturebf血esechildヒen’sc・gniti・n＆verbalde’

ve1。pment，wehavecuet・impr・vetheirfailure・fleamlng，andtkeywillbeweUadaptedtg
theirsitua“。ns．Thisstudyrep・rおthemeth・d・flanguagedevel・pmenttest・ThistestQflan’

guagedeve1。pmentisdesignedt・1・・k・verthefeature・fem・ti。nallydistu「bed弓hiユd「en’sve「一

baldeve1。pment，Wef・und・utthefeatureQf山esechildren’slanguagedis・rderwasthelackQf

functi。nw。rd．Thesechildrenwmmasterc6n槍ntw・rdbut面eycann・tleamfu除cti・nwo「d・

ThiSteStbatteryiSdevisedむDexaminethelack・ffuncti・nw・rdandtQbeused！・rleaming。f

function　wQrd　as　we1L
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